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議会運営委員会会議録 

 

平成２８年１１月１４日 月曜日 

  午前１０時５３分開議 

  午前１１時３７分閉議（実時間４４分） 

                              

○本日の会議に付した案件 

１．議長の諮問に関する事項 

 （１）議会改革について 

１．その他 

 （１）熊本地震に伴う政務活動費使途基準に

係る申し合わせ事項の一部変更につい

て 

                              

○本日の会議に出席した者 

委 員 長  野 﨑 伸 也 君 

副委員長  松 永 純 一 君 

委  員  亀 田 英 雄 君 

委  員  中 山 諭扶哉 君 

委  員  成 松 由紀夫 君 

委  員  古 嶋 津 義 君 

委  員  前 垣 信 三 君 

委  員  増 田 一 喜 君 

委  員  村 上 光 則 君 

委  員  村 川 清 則 君 

委  員  山 本 幸 廣 君 

議  長  鈴木田 幸 一 君 

 

※欠席委員         君 

                              

○委員外議員出席者中発言の許可を得た者 

               君 

                              

○説明員等委員（議）員外出席者 

 議会事務局長     東 坂   宰 君 

                              

○記録担当書記     嶋 田 和 博 君 

            梅 野 展 文 君 

 

（午前１０時５３分 開会） 

○委員長（野﨑伸也君） 皆さん、おはようご

ざいます。（｢おはようございます」と呼ぶ者

あり）代表者会議に引き続いてですけれども、

議会運営委員会のほうをですね、始めていきた

いというふうに思います。 

                              

◎議長の諮問に関する事項 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、レジュメ

に沿ってですね、進めていきたいと思いますけ

れども、まず、大項目の１、議長の諮問に関す

る事項、（１）議会改革についてであります

が、お手元にですね、別紙で配付しております

議会改革協議項目一覧、ありますでしょうか。

（｢はい」と呼ぶ者あり）このとおり議会運営

委員会では９項目について協議することが予定

をされております。ここまで、御確認はよろし

いですかね。はい。 

 しかしながらですね、議会改革における協議

項目を提出してもらいたいというような議長か

らのですね、要請がありましてから、かなり時

間が経過をいたしております。提出された９項

目のうちに、既にもう実施されてるもの、ある

いは準備段階にあるもの、そういった項目もで

すね、含まれておりますので、まずは私のほう

から報告と御提案をですね、まずさせていただ

きたいというふうに思います。 

 まず、１番、よろしいですか、議会運営委員

会のほうの１番、常任委員会、特別委員会の議

事録をホームページで公開という項目及び２番

の各委員会の録画と公開という項目について

は、既に議会事務局で取り組まれておりまし

て、近日中に実施見込みというようなことであ

ります。 

 また、３番の公聴会、参考人制度の活用及び

４番の請願者、陳情者の意見陳述機会を設ける
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という項目につきましては、既に委員会におい

て活用をしている実績があることから、改めて

協議をする必要はないというふうに思われま

す。しかしながら、この３番、４番については

ですね、八代市議会の申し合わせ的なものをつ

くっておくべきではないかというふうに委員長

として考えております。 

 以上、今、１番から４番までということで、

委員長のほうから報告と御提案をさせていただ

きましたけれども、この４番までについて、何

か皆さん方から御意見等あればお伺いをしたい

と思いますけれども、ありませんか。 

（｢なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） はい。なしというこ

とですので進めさせていただきたいと思います

が、今ほど言いました申し合わせ的なものをつ

くっておくべきだというような御提案をさせて

いただきましたけれども、委員長案としてです

ね、もう既に皆さんのほうにですね、別紙でち

ょっとお配りを、たたき台をですね、つくらせ

ていただいております。 

 見ていただきますと、１番からですね、目的

から、６番の費用弁償の関係までということ

で、一応たたき台的なものをですね、私のほう

でつくらせていただいておりますので、本日は

ですね、これを皆さん方、各会派持ち帰ってい

ただいてですね。これはたたき台ですので、各

会派でですね、申し合わせ的なものをつくらん

ばいかぬというようなことで話をですね、この

たたき台をもとにしていただいて、修正とか、

追加とか、そういった部分がありましたら、次

回ですね、の議会運営委員会の議会改革の会議

のときにですね、提出をいただくということに

させていただければと思いますけれども、よろ

しいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） はい。それでは、異

議なしということでございますので、次回まで

に各会派で話をつけていただいて、次の会議ま

で提出をいただくと、お話を聞かせていただけ

ればというふうに思います。 

○委員（亀田英雄君） 次回の会議というの

は、いつごろになりそうですか。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。今回

の会議の一番最後にですね、ちょっと皆さんに

その、次の会議の話をしたいというふうに思っ

ておりましたけれども、実際はですね、直近の

議会、１２月議会がありますんで、その１週間

前の議運が、来週はまずはあるかとは思います

んで。そこで、私、今、次の会議までにです

ね、話し合いをしてきてくださいというような

話をお願いしましたけれども、最後の会議開催

の、皆さんで協議をする中でですね、もう一

度、ちょっと難しいとか、そういったのがあり

ましたら次までという話もですね、受けていっ

てもよろしいかなというふうに思ってますん

で。とりあえずはそれでよろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） ありがとうございま

す。 

 それではですね、先ほどの協議項目の資料の

ほうにですね、戻っていただきまして、５番か

ら、会議出席費用弁償の見直しから９番まで、

管外行政視察の見直し、視察成果の反映という

項目になりますけれども、この点についてです

ね、この５項目について今後協議を進めていく

ということで、もう一度、済みません、確認を

とりたいと思いますけれども、それでよろしい

ですか。 

○委員（成松由紀夫君） これは議会改革協議

項目のうちの議員団会議で出た意見を、ちょっ

とリンクするので話させていただきたいんです

が。 

 ８番目の政治倫理条例の見直し、これは議運

ではなくて、やっぱ議会改革の特別委員会のほ

うで取り上げるべき、特別委員会だからです
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ね。だから、そっちで取り上げるべきではない

だろうかという話に今なってますので、議会改

革特別委員会のほうでもお話をしようとは思っ

ておりましたが、８番については特別委員会の

ほうで議論をしたいというのは、うちの会派の

中でのまとまった結論になっております。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。今、

８番については成松代表のほうからそういった

お話が意見としてありました。今、ちょっとお

伺いをして、今は答えませんけれども、ちょっ

と先に進めさせていただいてよろしいですか。

（｢異議なし」と呼ぶ者あり）それでは、５番

から９番まで進めていくというようなことなん

ですが、それぞれにですね、提案をしていただ

いた会派ですね、ありますけれども、ただこの

場でですね、皆さん方がですね、どういった思

いでその会派が出されたのかどうかというのを

ですね、ある程度皆さんと共有をしとかんと、

今後の話し合いができないと。会派に持って帰

ってもいろんな話はできないと思いますので、

まずはですね、５番のほうから９番まで、出さ

れた会派のほうで、どういった意図で、趣旨で

提案されたのか。そして、どういったところで

決着をつけたいのか。落としどころはどこなん

だというところまでですね、若干なりでも今、

説明をですね、ちょっと皆さん方からお受けし

たいというふうに思うわけです。 

 よろしいですか。（委員古嶋津義君「出した

ところから」と呼ぶ）提案された会派からとい

うことになりますんで。 

 じゃあ、５番ということですけれども、会議

出席費用弁償の見直しということで、自民党と

連合市民クラブということでございますけれ

ど、まず自民党さんのほうからどういった趣

旨。 

○委員（古嶋津義君） ここを、今、議会とし

ては使っていますので、それからやっぱりその

距離等計算をして支給をするということを早急

にせんばいかぬだなというふうに。特に、私は

近うございますので、そういう思いでありま

す。 

 以上です。 

○委員長（野﨑伸也君） ちょっと待ってくだ

さいね。今の件については、議場が旧市役所か

らこっちに移ったんで、距離が変わってきただ

ろうということで。これについて、ちょっと事

務局よろしいですか。 

○議会事務局長（東坂 宰君） ４月にこちら

のほうに移りましてからはですね、こちらで本

会議あるいは委員会等を開いておりますが、こ

れにつきましては、もう当然、ここを拠点とし

ましての距離ということで換算して、今、支給

はしているところでございます。 

○委員（古嶋津義君） ああ、もうしてあっ

と。 

○議会事務局長（東坂 宰君） はい。 

○委員長（野﨑伸也君） 古嶋委員、今、見直

しがもうされているという話ですけども、どう

しましょうか。 

○委員（古嶋津義君） なら、もう結構です。

全然知らんだったし。 

○委員長（野﨑伸也君） じゃあ、自民党さん

のは、これはよろしいですね。はい。じゃあ、

連合市民クラブが私ですので、済みません、私

のほうから説明をさせていただきますけれど

も。 

 連合市民クラブとしてはですね、議会費用弁

償については、前回のですね、議会改革のとき

にも見直しをですね、提案をさせていただいて

おりました。で、前回はですね、ゼロにお願い

できないかということで提案をさせていただい

ておりましたけれども、今回もですね、ゼロ、

費用弁償についてはゼロということで、どうに

か見直しを皆さんと話し合いができないかとい

うことで提案をさせていただいております。

（笑声）よろしいですか。一応、連合市民クラ
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ブとしては、提案の理由の説明としてはゼロを

目標にしておりますということでございます。

よろしいですか。（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 それでは６番、正副議長の任期と選挙制度の

確立ということで、政友会のほうから出されて

おります。政友会代表のほうから、御説明のほ

うをお願いいたします。 

○委員（村上光則君） これは正副議長の任期

ということで、これまでもいろいろやっており

ますが、一応２年というふうなことで。これは

申し合わせなのか、今まで２年で大体もう交替

をしておりますが、今、現状はそういう形にな

っていないというふうなことから、この正副議

長の提案をさせていただきました。 

○委員長（野﨑伸也君） はい。今、政友会、

村上代表からありましたけれども、最終的に

は、――。今ですね、御存じかとは思いますけ

れども、議長、副議長の任期というのは４年と

いうのが決まりでありますけれども、慣例的に

八代市議会のほうでは２年で交代をしていると

いうのがあっておったと。それが、今、守られ

ていないんだと。（村上光則君「そう」と呼

ぶ）というようなところで、それを最終的に

は、これを決まり事にするという、したいとい

うことでしょうか。 

○委員（村上光則君） うん、そうですね。 

○委員（古嶋津義君） それは法律のあるけ

ん、でけんとじゃないですか。地方自治法の

（聴取不能）。 

○委員（村上光則君） いや、それはもう、法

的には、それはもう４年ということであります

が、これ、今までは２年という申し合わせで来

ておりますから、それはそれとして、今の現状

ではですね、もうああいうふうになっておるか

ら、それはちゃんと守っていただきたいという

ことです。（発言する者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） 増田委員、質問はち

ょっと待ってくださいね。議会事務局、東坂事

務局長、今、村上代表のほうから、制度的なも

のをしたいというような話でございましたけれ

ども、これが仮にできる、──できそうなんで

すか。 

○議会事務局長（東坂 宰君） もう皆さん御

存じのとおり、自治法では４年と、その任期と

いうのがですね、一つの基準でございまして、

県に対しましても、市町村にしましてもです

ね、２年であったり、１年であったりと慣例は

ありますけれども、それを制度化していくとい

うのはですね、やっぱ現実と、法の解釈はある

かもしれませんが、それを具体的にきちっと制

度化していくというのはですね、難しいのかな

というふうには感じているところです。 

○委員（増田一喜君） 今ですね、正副議長の

２年交代とかっていうのを慣例と言われたけ

ど、まず、各常任委員会の正副委員長の任期ち

ゅうのは、一応２年ちゅうのはもう明記されて

ますわね。だけど、正副議長の２年交代ちゅう

のは、慣例ちゅうのは、議会全体の慣例じゃな

くて、これは今まで、自民党の会派の中の慣例

としてやってただけであって、全体としては慣

例は関係ないんでしょう。だから、慣例ちゅう

言葉自体が、議会全体を指して言われると、違

うでしょうという話なんですよね。（｢はい」

と呼ぶ者あり）自民党会派の中で２年交代しま

しょうという話があってるだけであって。決

定、それは絶対せなんいけんちゅう法律的なも

のではないんですよ。それはそのときそのとき

の協議の中で変わるちゅうことだから。だか

ら、慣例ちゅうのはあり得ないと思うんです

よ。そういう議会全体でちゅうのは。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。た

だ、提案された会派からはですね、これを制度

化したいというような趣旨でですね、提案した

ということでしたんで、それを皆さん、お含み

おきいただきたというふうに思います。よろし

いですか。（｢はい」と呼ぶ者あり） 
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 それでは、続いて７番、議会のＩＣＴ化、タ

ブレット導入などということで、改革と連合市

民クラブ。 

○委員（中山諭扶哉君） 全国的にもですね、

ＩＣＴ化ということでされている状況でもあり

ますし、議案についてもですね、より細かいと

ころまで見れるということで、精度がより高ま

っていくんじゃないかというふうに思います

し、議案のですね、何といいますか、事前にで

すね、配信がされるということがあればです

ね、スムーズな会議の運営ができるんじゃない

かなというふうにも思います。ペーパーレス化

の流れもありますし、ぜひやっていきたいとい

うふうに思っています。 

 以上です。 

○委員長（野﨑伸也君） じゃあ、連合市民ク

ラブですけれども、以前、議会運営委員会の視

察で鳥羽のほうにですね、見に行ったかと思い

ますけれども、そこがＩＣＴ化されとったとい

うようなことがありまして、非常にいい取り組

みをされているなというのがありまして、私は

こういったことを、やっぱり八代市議会でも取

り入れたほうがいいというふうに思いました。 

 ただ、今、中山委員が言われたように、ペー

パーレス化というのがですね、非常に八代市の

職員のですね、皆さんのためにもですね、それ

は負担軽減にもですね、つながるというのもあ

りますんで、ぜひいろんな資料についてはです

ね、そういったペーパーレス化というか、電子

化ですね、ということで受け取って、いろんな

隅々まで見れるというのもありますんで、そう

いったものも含めて、連合市民クラブとしては

提案をしたというようなところでございます。

一人一人がですね、タブレットを持って、議員

が持って、それを使いこなすというような議会

になれればということで提案をさせていただい

ております。よろしいですか。（｢はい」と呼

ぶ者あり） 

 それでは、８番、政治倫理条例の見直しとい

うことで、今ほど、成松委員からは議運じゃな

くて、特別委員会でというようなお話もありま

したけれども、出されたところからですね、ど

ういったものをどういうふうにしたいのか、ま

ず、自民党のほうからお聞きしたいんですけれ

ども、古嶋代表、大丈夫ですか。 

○委員（古嶋津義君） はい。今、熊本市でち

ょっと問題になっておりますが、議員さんがで

すね、そういうこともありますので、ぜひ議会

改革のほうでやっていただきたいというふうに

思っとります。 

○委員長（野﨑伸也君） 内容についてはわか

られますか。どやんふうに、どこの部分をどや

んふうにしたいとかっていうのは。 

○委員（古嶋津義君） 例えば、議員がいろい

ろ執行部に対して、あの女性の名前は言われま

せんけど、そういう方がいらっしゃいますの

で、そういうのはやっぱりぴしゃっとしていか

んといかんだろうなというふうに思っとります

が。 

○委員長（野﨑伸也君） ん、済みません、も

う一回。ちょっと今んところ聞こえにくかった

んですけど。 

○委員（古嶋津義君） 例えば、議員が職員に

対して圧力をかけるとかというのがあるでしょ

うが、あの熊本市の。ああいうことも含めてで

すよ。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。それ

では、ちょっと幅広くなるちゅうことですよ

ね、いろいろと。 

○委員（古嶋津義君） それと兼業の禁止もあ

りますけども、いろいろあると思います。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

○委員（村上光則君） 私は、要するに政治倫

理、今までのことを見てみれば、入札関係です

ね。入札関係で３親等がいろいろと問題になっ

ておりますが、それをいうならば、もう県議会
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議員とか、県とかはほとんどそういう業者関係

が、社長がそういうふうになっておるし、八代

が３親等はだめだということで話が出ておりま

すが、これはそういう不法なちゅうか、問題が

あったときにはですね、これは当然、法律で裁

くわけですから。それを３親等だから入札はだ

めだということになればですね、これは本当に

もう生活に関係することですからですね。その

会社もやはり、八代の場合は、社長を交代せな

いかぬというような事態までなってくると。そ

ういうことになればですね、やっぱし、社長ち

ゅうのは一つの物すごい権限を持っております

から、なかなかそれを他人にですね、譲るとい

うことは非常に難しいところがあるんじゃない

かなというふうに私は思っております。だか

ら、やはりそういう違反とか、そういうことを

したら当然これはもう法律で裁くことになりま

すから、それは必要ないんじゃないかなという

ことでありました。そういうことでございま

す。 

○委員長（野﨑伸也君） はい。以前の議会の

中でいろいろとあった部分について、それを変

えるべきじゃないかというようなお話だったか

というふうに思います。 

 よろしいですか、内容については。提案され

た理由についての確認なんで。よろしいでしょ

うか。（｢はい」と呼ぶ者あり） 

 それでは、９番、管外行政視察の見直し、視

察成果の反映ということで、改革クラブ。 

○委員（亀田英雄君） 管外行政視察の見直

し、視察成果の反映ということで、以前から申

し上げておることなんですが、管外行政視察は

とてもいい話が聞けるときがあると。これを何

とかして八代市に反映したいというときに、な

かなかそれが反映できる機会が今はない、そう

いうシステムになっていない気がいたします。

それをですね、他市のいいところをどうにかし

て取り上げるような仕組みをと。随行の職員を

そこに連れていったりですよ、一緒に行ったり

ですたい、視察が終われば会議して、その報告

を行政と話し合ってみたりですよ、そのような

反映の仕方を何かでけんとかなということで提

案をいたしました。 

○委員長（野﨑伸也君） はい。亀田代表、委

員会視察とか会派の視察も分け隔てなくという

話ですか。 

○委員（亀田英雄君） そうですね。気持ちは

ですね。その辺の整理の仕方はちょっと、そこ

までの話は、思わずに話をしましたが。 

○委員長（野﨑伸也君） 持ち帰ってきたもの

を行政と一緒に共有するというような場をつく

ったりとかっていう話ですよね、意見交換をし

たりとか。 

○委員（亀田英雄君） それを、システム化ち

ゅうかですね、共有化する作業をどうかしたい

なと。（｢委員会だとわかるけど、会派だと職

員はどうこうできぬ」と呼ぶ者あり）まあ、そ

れは意見ですけん。 

○委員長（野﨑伸也君） はい、わかりまし

た。今ほど、５項ですね、提案されたところか

ら、大体のですね、あらかたのですね、趣旨、

どこら辺に折り合いをつけたいんだというよう

な話がありましたけれども、一応ですね、こち

らのほうで、事務局のほうでまとめて、皆さん

方にですね、お配りをしたいと思います。それ

をもとにですね、皆さん方で協議する項目につ

いてですね、順番決めをですね、各会派でして

いただければというふうに思います。 

○委員（山本幸廣君） 先ほどから、自民党の

成松委員も八代市の政治倫理条例の見直し等に

ついて発言があっておりますよね。議会改革で

対応したいという、議運で、今、古嶋委員も言

われたんですけれども。この前は、議会改革で

は議運で検討したほうがいいんじゃないかとい

う強いお言葉を聞いたような気がしてならない

んですけども。何で議会改革でするんだと、何
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でこんな変わったのかと、今、私はちょっと不

愉快に思っているんですけれども。これについ

ては、今の議運でするほうがいいんじゃないで

すか。何も議会改革に戻す必要はないし。 

○委員（亀田英雄君） 一つ、重ねての話です

けれども。９項目を議運でしましょうというこ

とで確認したじゃないですか、冒頭に。それに

ついて何があったのかなというふうに、ちょっ

と違和感を覚えました。 

○委員（古嶋津義君） 僕が居ませんでしたの

で。 

○委員（亀田英雄君） ああ、そうですか。そ

れは御無礼しました。済みません。 

○委員（古嶋津義君） 議会改革特別委員でも

ありませんので、その辺のところはわかりませ

ん。 

○委員長（野﨑伸也君） 古嶋委員、今、お二

方、意見がありまして、相対する意見だったと

思うとですけれども。ただ、この場でですね、

いろいろと以前からですね、この協議項目につ

いてはいろいろと議運の中で話をさせていただ

いて、一応決定をしたというのはあります。た

だ、今ほどですね、成松委員とか、古嶋代表の

ほうからも言われましたとおり、特別委員会の

ほうでしたほうがいいんじゃないかといった御

意見もいただきましたんで、少しですね、特別

委員会の委員長と、ここで私が一人で決めるわ

けにはちょっといかんかなと。いろんな会をつ

くってさせていただいている委員長、副委員長

もおってからしているというようなこともあり

ますんで、ちょっとこの件についてはですよ、

政治倫理の見直しの項目については、議会改革

特別委員会の委員長、副委員長とお話を、私と

副委員長とですね、させていただければと。そ

の中で協議をさせていただいて、じゃあ、どち

らでしていくかということを協議をさせていた

だければと思いますけれども、古嶋委員、いか

がですか。 

○委員（古嶋津義君） 当時、何かちょっとあ

ったから欠席をさせていただいたというふうな

記憶がありますが、その中で、その後、もうこ

のペーパーをいただきましたので、うちのほう

で、会派で勉強会をしまして、その中で成松君

はちょっと退席しましたが、そのような意見が

出たので、きょう発言をしたところでございま

す。うちは、あくまでもそっちがよかばいとい

う意見でございましたので。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

○委員（亀田英雄君） なら、委員長の今の提

案のように、そちらで一旦話し合っていただい

て、また再度、御提案でいただければなという

ふうに考えます。 

○委員長（野﨑伸也君） よろしいですか。私

と松永副委員長と議会改革特別委員会の委員

長、副委員長とちょっと話をさせていただきた

いと。ここで独断的にですね、決めると、あっ

ちの議会改革特別委員会でも困られる部分があ

るかと思いますんで、ここでの決定はせずに、

そこで一回協議をさせていただければというふ

うに思いますんで、よろしいでしょうか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） ありがとうございま

す。 

 それではですね、今ほど言いましたけれど

も、この残りの５項目、まず５番から９番まで

の項目について、こちらのほうで、事務局のほ

うであらかたまとめさせていただいたものを皆

さんにお配りしますので、それをもとに各会派

で、どれを先に進めていくかの順番決めをです

ね、まずは持ち帰って決めていただければとい

うふうに思います。 

 よろしいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは次にです

ね、今後の開催日程について協議をしたいとい

うふうに思います。 
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○委員（亀田英雄君） 日程という話だったん

ですけれども、追加があればその都度話を出し

てもいいというような話がちょっと記憶の片隅

にあっとですが。政務活動費についてですよ、

なかと思うとですよね。だけん、今、政務活動

費が問題になっとるじゃなかですか。だけん、

今、会議出席費用弁償の見直しと抱き合わせる

形で、うちの政務活動費の使途についても確認

の意味で。今、もう一遍する必要がありはしな

いかというようなこともですね。議会改革特別

委員会の順番を決めるときに、そういう意見が

出たもんですから。その辺の検討を願いたいと

いうふうに思います。 

○委員長（野﨑伸也君） 今、亀田委員のほう

から、政務活動費についても議会改革の項目と

して取り上げていただきたい。あわせれば、５

番の会議費用弁償の見直しと抱き合わせてでも

やっていただきたいというような御意見でし

た。 

 ちょっとお尋ねですけど、今は議会改革の特

別委員会の中でも出たというのは、項目として

出たちゅうことですか。 

○委員（亀田英雄君） この順番ば決むっとき

の会議の中で出たという話ですたい。会派の会

議で。うちの会派の会議で。 

○委員（古嶋津義君） 特別委員会じゃ出とら

んとじゃなかですか。 

○委員長（野﨑伸也君） 特別委員会の会議

で。 

○委員（亀田英雄君） 済みません、言い方が

悪くてですね。１３項目の順番決めの会議の中

でそういう話が出たと。 

○委員長（野﨑伸也君） わかりました。 

○委員（古嶋津義君） それはよかこっだと思

いますよ。特に、政務活動費は問題になっとる

けん、抱き合わせてもよかです。うちも、例え

ば会報をつくっときも、増田事務局のほうにし

っかり打ち合わせて、これで大丈夫かいとか、

いろいろ打ち合わせて出しよりますので。その

辺のところはしっかり、やっぱり確認したほう

がよかと思います。 

○委員（山本幸廣君） そんならもうちょっ

と、元自民党の仲間にも詳細に説明してから出

してくれよ。何か、あぎゃん会報なんかつくっ

とってから。（笑声あり） 

○委員（古嶋津義君） うちの会報だけん。自

民党のは知らん。 

○委員長（野﨑伸也君） 今、御提案がありま

したけれども、５番の会議出席費用弁償の見直

しについては、政務活動費についても議論の場

に一緒にですね、やっていただきたいというよ

うな御意見がありましたけれども、私もこの今

の御意見にですね、賛同します。 

○委員（古嶋津義君） どこに抱き合わせるの

か。 

○委員（亀田英雄君） 別でもよかっですよ、

それはもう。 

○委員長（野﨑伸也君） 中でもいい。どっち

もよかですけれども。やっていければと。項目

として上げていきたいというふうに思いますけ

れども。皆さんはいかがですか。よろしいです

か。項目として──。 

○委員（松永純一君） 先ほどですね、提案さ

れた会議出席費用弁償の見直しのところです

ね、これ、自民党さんのほうは距離に応じとる

からということで。あとは、連合クラブのほう

の、ゼロかどうかということですよね、議論は

ですね、その費用弁償については。ですから、

これは政務活動費はですね、結構範囲が広い部

分がありますので、別項目で、１０なら１０で

いいんじゃないですか。で、順番はまた後で決

めるちゅうことですので。（委員長野﨑伸也君

「わかりました」と呼ぶ）別項目にして。 

○委員（山本幸廣君） もともとが協議項目と

いうのは、この１３と９に決めたんですよね。

ですから、よろしかれば、別にですね、議運の
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委員長あたりが今の意見を集約しながら、どこ

に、１０番にするのか、しないのかというのを

ですね、少し考えていただきたいと思います。

別に言ったら、まだいろんなところが協議項目

をですね、まだ議会改革も１３が１５になって

くるかもしれんし。そこあたりっていうのは情

勢等の中で判断をしながらですね、していただ

ければなと思います。まあ、理解はいたしま

す。けれども、やはりしっかり１３と９につい

ては、協議項目を仕分けをしてきょうまで来ま

したので、今、その気持ちはわかりますので。

そこあたりを重視しながら一つ進めていただけ

ればなと思います。１０にしていただくという

ような状況でするなら。抱き合わせはあんまり

よくないと思います、はっきり言ってから。 

○委員（亀田英雄君） なら、特別委員会の委

員長、副委員長と話し合うときに、またその辺

も協議いただければ助かります。 

○委員長（野﨑伸也君） はい、わかりまし

た。今ほど提案されました政務活動費について

はですね、議会改革特別委員会の正副委員長

と、またちょっとお話をさせていただきたいと

いうふうに思います。もしかしたら、ここじゃ

ないかもしれないというふうなことになるかも

しれませんので、それをお含みおきをいただき

たいというふうに思います。 

 皆さん方には、先ほど言いました５番から９

番までのやつの順位づけをお願いをしておきた

いというふうに思います。 

 それでは先ほどですね、お話ししました今後

の開催日程について御協議をしたいというふう

に思います。 

 私のほうからですけれども、まずは議会の開

催中はですね、この議会改革特別委員会の項目

については、議運では審議しないというような

ところを御提案させていただきたいと思います

けれども、よろしいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） はい。それでは、議

会が開催されていない月について、皆さん方で

御協議をいただきたいと思いますが、ちなみに

ですね、議会改革特別委員会のほうでは、毎月

第２、第４の火曜日ということで決定がなされ

ているところでございます。基本的にはここで

開催をしていくというようなことで決定がされ

ているというようなことでございますので、私

としては第１、第３の木曜日ということで、あ

らかたですね、基本的にはここのところに入れ

て、会議をですね、行っていきたいなというふ

うに御提案ということでさせていただきたいと

思います。 

○委員（古嶋津義君） ま一回お願いします。 

○委員長（野﨑伸也君） 第１、第３の木曜日

ということで、いかがでしょうかという御提案

です。 

○委員（亀田英雄君） １２月はもうなかっで

しょう。 

○委員長（野﨑伸也君） １２月は開催月なの

でもう、はい、ありません。ただ、１月の第１

週のというのはちょっと厳しいでしょうね。基

本的にということで御認識をいただきたいと思

います。 

○委員（古嶋津義君） ちなみに、議会改革

は。毎月――。 

○委員長（野﨑伸也君） 第２、第４の火曜日

ということで決められているみたいです。 

○委員（古嶋津義君） 議運が今度は１月から

第１と第３の木曜日か。 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、今後の議

会運営委員会の開催日程については、ただいま

お話をいただきましたけれども、議会開催中は

行わないということと、基本的に毎月第１、第

３の木曜日に開催をしていくということで御異

議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） はい。御異議なしと
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認め、そのように決しました。 

 それでは、最後にですけれども、議会改革を

進めるに当たって、各会派のほうで、今ほどで

すね、御説明をいただきました。こういうふう

にやっていきたいと、落としどころはここなん

だというようなことでお話がありましたけれど

も、今後ですね、その会議をする際に、いろん

な資料がですね、必要になってくる場合もある

かと思いますけれども、その資料をですね、準

備するに当たってはですね、各会派のほうで。

この議運のほうでですね、配付してやるんだと

いうときは、各会派のほうで準備をいただきた

いというふうに思います。コピー等はですね、

ここで結構かと思いますので、ファイル等につ

いてはですね、自分たちで調べたものについて

は提案したいというのであれば、それは各会派

で準備をいただきたいというふうに思います。

よろしいですか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） それでは、本日の議

会改革に関する協議はこの程度にとどめたいと

思いますが、御異議ございませんか。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） はい。ありがとうご

ざいました。 

 それでは、レジュメに戻ります。 

                              

◎その他 

○委員長（野﨑伸也君） 次に、大項目２、そ

の他についてでありますが、まずは、（１）熊

本地震に伴う政務活動費使途基準に係る申し合

わせ事項の一部変更について、事務局の説明を

求めます。 

○議会事務局長（東坂 宰君） こんにちは。

（｢こんにちは」と呼ぶ者あり）それでは、私

から説明をさせていただきます。着座にて行い

ます。よろしくお願いいたします。 

 先ほど各派代表者会議を行いまして、そのと

きのメンバーの方々が大部分残っていらっしゃ

いまして、二度聞きになるかとは思いますけれ

ども、よろしくお願いしたいと思います。 

 熊本地震に伴いまして、今、皆さん方のお手

元にお配りをしております使途基準に係る申し

合わせ事項の一部変更を考えております。この

使途基準につきましては、平成２５年か２６年

に申し合わせ事項が決定をされているわけでは

ございますけれども、その中で、このペーパー

の表面、網かけをしておりますきょうの日に

ち、議会運営委員会決定という部分と、裏面を

見ていただきますと、附則１ということで、熊

本地震に伴い鏡支所内議会棟に会派控室を供与

できないことから、熊本地震発災以降に会派活

動を目的に設置した事務所を会派控室とみなす

扱いとする。なお、このみなし規定は議会棟に

会派控室を供与できるまでの期間とするという

部分をですね、新たに追加しているところでご

ざいます。 

 皆さん方、各会派からもですね、今、借り上

げて事務所をいるんだけれども、そこについて

の、例えばインターネットであったり、コピー

機であったり、そういう部分の利用料について

はどうなのかと、政務活動費の対象になるのか

という問い合わせ等々も幾つかございましたの

で、そういった中で、私どもといたしましては

検討をいたしたところでございます。この２カ

所の網かけ部分をですね、新たに追加していた

だければというふうに考えているところでござ

います。 

 先ほどの各派代表者会議の中でも、いろいろ

と御意見いただきましたけれども、またここに

新たな委員さんもいらっしゃいますので、その

あたりの意見を聞かせていただきながら、最終

的なですね、ものにしていきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○委員長（野﨑伸也君） はい。説明がありま
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したけれども、質疑等ございませんか。 

○委員（中山諭扶哉君） そのときの代表者会

議にいらっしゃらない方もいらっしゃったの

で、復唱の意味を込めて、意見と説明のほうを

いただければと思いますけれども。 

○議会事務局長（東坂 宰君） 先ほどの各派

代表者会の中でですね、出ました幾つかを申し

上げますと、まずは本庁の議会棟では各会派に

それぞれ、１人の会派にも議員控室という形で

ですね、場所の提供といいますか、使用してい

ただいておりました。そういう部分で、そこに

つきましては、当然使用料等々は払っておって

はいただかなかったんですけれども、今回、外

で新たな事務所を設置する、借り上げられると

いうことで、その部分についての、借り上げ料

についてのですね、部分を別途公費で対応でき

るのかというのが１点。 

 それから、自民党さん等におきましては、も

うもともとからそういう政党としての事務所を

一つお借りしていらっしゃいますんで、その辺

と政務活動費、これまでの政務活動費はそれに

充てていらっしゃいませんでしたので、その辺

との兼ね合いの部分。あるいは、いろんな部分

に関しまして判例を幾つか私が申し上げまし

て、事務所等につきまして、あるいはその使用

につきましては判例が２種類ございまして、そ

の使用関係の３分の１を見る判例、あるいは同

じものに関しましては裁判所が違いますと、４

分の１の判例等々がございまして、その使用料

等につきましても若干の判例にも差があると。 

 それから、監査がございまして、監査委員さ

んたちも御心配なさって、現在の、──これま

では会派室を使っていただいたもんですから、

特に問題はなかったんですけれども、そういっ

た中で新たに事務所をお借り上げされて使用さ

れているというところで、そこについて全額を

対象とするのか、あるいは部分的な額を対象と

するのかと。そういうような御心配もありまし

たところから、私たちとしましては、この震災

以降については、できるだけ可能な限り会派室

と同じような形でですね、持っていきたいとい

うような形で今回は御提案を差し上げたという

ようなところでの説明を行ったところでござい

ます。全ての説明はできませんでしたが、以上

のようなところが大まかに意見が出たところで

ございました。 

○委員長（野﨑伸也君） 中山委員、よろしい

ですか。 

○委員（中山諭扶哉君） ちょっと追加してお

聞きしたいんですけど、今回、会派室、――議

会を今見させていただきましたけれども、ここ

に関しては、新しくはもう会派室は設けられな

いということですかね。 

○議会事務局長（東坂 宰君） これは、先ほ

どの代表者会議の中でも申し上げたんですが、

スペースとしてですね、この鏡庁舎の中では、

これまでのように会派室を確保できません。ご

らんになったかと思いますけれども、この庭、

庭というか空間なんですけど、挟みまして、北

側に一部屋どうにか、以前は情報政策課が機械

をいっぱい入れていたところがあったんです

が、そこを仮庁舎のほうに持っていったもんで

すから一部屋あきましたんで、これまで議長室

もありませんで、いろいろな議会関連で、全国

市議会議長会とかいろいろお出でになったとき

にも、狭いところでですね、対応していたんで

すけども、これはちょっとやっぱり対外的に問

題があるのかなということで、その一部屋確保

できた分だけは、議長副議長室兼応接室みたい

な形で確保できましたけれども、これ以上の部

屋の確保というのは難しいというのがあります

んで、鏡支所、ここでの議会対応をしている間

は、議員さん方への、各派への控室の供与はで

きないものと考えております。 

○委員長（野﨑伸也君） よろしいですか。 

○委員（中山諭扶哉君） はい。 
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○委員長（野﨑伸也君） はい。ほかにござい

ませんか。 

○委員（村上光則君） 今の官庁の関連ばって

ん、プレハブはもう既存の庁舎につくったたい

な。で、そこに行った後は、どこが使いよっと

かな。 

○議会事務局長（東坂 宰君） これまでです

ね、かなりこの鏡支所につきましても押し込ん

でですね、いろんな課が入っておりました。

で、千丁支所と違いまして、鏡支所から本庁に

行ったのは、まず、数は少ないんですね。千丁

支所はかなりの数が窓口関係で行っていますけ

れども、鏡はですね、抜けたところが少ないん

で、今までぎゅうぎゅう詰めでやっていたとこ

ろが少し余裕を持たせたということで、全体的

な空間としてはですね、それほど確保できてお

りません。 

○委員（村上光則君） 千丁のほうから行った

っちゅうことですたいね。 

○議会事務局長（東坂 宰君） はい。 

○委員（村上光則君） ああ、そうか。わかり

ました。 

○委員長（野﨑伸也君） ほかにございません

か。 

○委員（山本幸廣君） ７番目のですね、先ほ

どから議論になっとった、その自民党さんの党

と会派としての事務所の。ここに政党事務所

は、会派事務所とは別物と考えるものである

と、こううたっておるんですよね。で、これあ

たりについても、今局長が言わした、先ほど私

も意見を述べておったんですけれども、しっか

りした中でどうしたらいいのかと。もう判例を

含めてですね、検討してください。 

○議会事務局長（東坂 宰君） はい。 

○委員（山本幸廣君） 十二分に検討してくだ

さい。 

○委員（古嶋津義君） 今、御意見がありまし

た、うちのほうとしても、これ書いてあるよう

にですね、政党事務所でありますので、その辺

のところ、判例もちょっとあるという、それも

加味しながらですね。もうあんまり面倒くさい

ようであれば、従来のとおり行って、事務所は

事務所として別にお借りするか、その辺のとこ

ろはまた検討しますので。 

○委員長（野﨑伸也君） はい。今、御意見い

ただきましたが、とりあえずですね、きょう、

この申し合わせについてはですね、御提案をさ

せていただきました。で、いろいろな意見がで

すね、代表者会議の中でも出ましたし、今、こ

の議運の中でも出ましたんで、とりあえずはで

すね、いろいろとこの意見をですね、取り入れ

たものを、ちゃんとしたものをですね、つくる

べきだというふうなことはですね、私も思って

ますので。それまでの期間はですね、この、

今、配付されておりますみなしになりますけれ

ども、これを準拠していくということにして、

また議運の中でですよ、いろいろと調査もして

いただいたものを御報告いただきながら、私た

ちこの議運の中でちゃんとしたものをつくって

いこうというふうに私は思っていますんで、そ

ちらのほうで御確認をいただいてよろしいです

か。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） はい。ありがとうご

ざいます。（発言する者あり） 

 それではですね、次のですね、来週の月曜日

になりますけれども、１１月の２１日１０時か

ら、１２月定例会前の議会運営委員会を開会を

するということになってます。 

 で、皆さん方にですね、持ち帰りで順番づ

け、先ほどですね、議会改革の件で順番づけと

いうのがありました。ありましたけれども、そ

れともう１点、たたき台についての話し合いを

してきてくださいというのがありましたけれど

も、これについてはですね、その次の──。 

○委員（古嶋津義君） その日じゃなかっつ
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か。 

○委員長（野﨑伸也君） はい。その日ではな

いということで。来週はですね、通常どおりの

議会運営委員会を開催するということで行きま

すので、よろしいですか。若干、期間は、議会

改革の関係については伸びますけれども、それ

でよろしいですかね。 

（｢異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（野﨑伸也君） はい。御確認をいた

だきたいと思います。 

 それでは、以上で議会運営委員会を閉会いた

します。 

（午前１１時３７分 閉会） 

 

八代市議会委員会条例第３０条第１項の規定に

より署名する。 

    平成２８年１１月１４日 

議会運営委員会 

委 員 長 
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